



















































































































































論  身体の可能性  は，人間存在の尊厳
という倫理的問題とも絡んで，今後も繰り返
されることは，まず間違いない。
　第三に，モダニズムと冷戦構造の終焉後，
アメリカ合衆国対 EU，資本主義国家対アメ
リカの言うテロ国家の新たな対立図式の成立，
ロシア，中国，インドなどの新世界の台頭に
より，欧米中心の世界地図が書きかえられて
来た現在，文学，美術史研究等に浸透してき
た，ポスト・コロニアリズムの問題が，本書
でも極めて現代的意識として共有されている
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点に注目したい。第Ⅳ～Ⅴ部では，戦争，オ
リエンタリズム，植民地主義，ナショナリズ
ム，帝国主義と工藝が如何に絡み合って展開
したかが解明され，新しい研究の眼差しが披
露されている。とりわけ，西原，朴，閔の論
考は秀逸である。
　本書に込められた現状認識と問題意識を評
者なりに整理する事で，本書を紹介してきた
が，最後に，本書を読み切った後で見えてき
た，難点を幾つか指摘したい。本書の問題意
識，構成，ないしは，工藝の定義その物が，
そもそも，近代以降の舶来品の域を出ていな
いのではないか，との疑念が最後までつきま
とった。勿論，欧米との交流が「工藝」とい
う概念を作り上げ，本書で取り上げられた諸
問題がまさしく欧米との関係の中で発生した
事は明らかだ。しかし，工藝とは，論者の一
人，樋田が持論としているように，そもそも，
日本人ならではの様々な「生活感情が封印さ
れた」物であり，附言すれば，自然，風土，
生活習慣，身のこなし（食事の作法や酒の呑
み方など），住環境，都市環境，芸能など
様々な文化との関連，或いはその直中に棲息
してきた「意匠」に他ならない。そうした言
語化し難い工藝の意味が，本書では見事に切
り捨てられている。
　更に，工藝も生物と同じで，生き延びるた
めに，環境の中で，創意工夫によって，生態
を変えてきた。時代に相応しい工藝のあり方
こそ，未来に向けて提言されねばならないは
ずだ。本書にはそれがない。衣食住の内，住
環境だけみても，江戸末期や明治初期と現代
では激変している。その中で普遍の工藝の姿
を求めても，不毛である事は言うまでもない。
無論，副題で唱われ，第Ⅳ部から第Ⅷ部まで，
現状を分析し今後のあり方が検討されてはい
るが，本書で念頭に置かれた「伝統工藝」が，
上記の意味での環境から切り離されて議論さ
れ，文化財保護の理念から博物館の展示ケー
スに保管された標本的存在に見えてしまうの
は，評者一人だけであろうか？
　ともあれ，本書は，京都の地あって，日本
文化を国際的視座から検討する国際日本文化
研究センター，同じく，京都に相応しい出版
活動を長年続けてきた思文閣出版の社会的使
命を十二分に果たしている。京都ならびに伝
統工藝を決して愛妾化することなく，また，
伝統工藝を京都の宣伝媒体とする事もなく，
国際的，多角的，冷静に分析した功績は大き
い。何よりも，質量とも爆発的な本書を構築
された編者の力量に，衷心より敬意を表した
い。
　なお，本書に関心を持たれた方は，以下も
合わせて一読されることをお勧めする。稲賀
繁美・パトリシア・フィスター編『日本の伝
統工藝再考　外から見た工藝の将来とその可
能性（国際シンポジウム　第27集　2005』
（国際シンポジウム　平成17年11月８日～ 12
日，国際日本文化研究センター），国際日本
文化研究センター発行，2007年９月３日。
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